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◆
土
浦
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議

土
浦
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議

（議
長

川
又
文
夫
）
の
事
業
の

一
つ

『市
の
本
　
市

の
花
　
市
の
鳥
」
を
題
材
と
し
た
絵
画
作
品

展
　
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
昨
年
１０
月
１４

日
、
茨
城
県
県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（ウ

ラ
ラ
）
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

応
募
総
数
２
　
５
２
３
点
、
最
優
秀
賞
３

点
、
優
秀
賞
３０
点
、
優
良
賞
５２
点
、
佳
作
２

５
９
点
、
う
ち
佳
作
を
除
く
８５
点
に
つ
い
て

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

三
中
地
区
の
受
賞
者
は
次
の
通
り
。

優
秀
賞
、
東
小
１
年
　
鳴
瀬
日
南
、
荒
川

沖
小
３
年
　
伊
東
伸
義
、
同
４
年
　
鈴
木
慧

良
、
同
５
年
　
一局
野
あ
ゆ
み
、
中
村
小
６
年

君
和
田
彩
歩
、
〓
一中
１
年
　
西
井
明
曰
香
、

同
１
年
　
岡
野
月
那
、
同
３
年
　
一示
極
彩
乃

優
良
賞
、
東
小
３
年
　
中
山
慧
太
、
同
３

年
　
宮
本
魁
皇
、
中
村
小
４
年
　
宮
下
勇
人
、

乙
戸
小
４
年
　
今
丼
翔
、
東
小
５
年
　
長
谷

川
直
輝
、
中
村
小
５
年
　
石
塚
愛
唯
、
同
６

年
　
一局
山
寛
史
、
三
中
１
年
　
栗
山
智
恵

入
選
作
品
は
各
地
区
の
公
民
館
に
展
示
さ

れ
、
三
中
地
区
は
１１
月
２５
日
か
ら
‐２
月
９
曰

ま
で
ロ
ビ
ー
に
て
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

◇
第
７
回
環
境
展

土
浦
市
環
境
基
本
計
画
推
進
協
議
会

（会

長
　
川
又
文
夫
）
主
催
の
第
７
回
環
境
展
が

昨
年
１１
月
３
日
、
新
治
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
環
境
展
は
、
格
式
張
ら
な
い
手
作
り

の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
多
く
の
方
に
身
近
な

問
題
か
ら
環
境
へ
の
関
心
を
も
っ
て
も
ら
お

う
と
、
平
成
８
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
今
回

で
ア
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
拿
開
催
に
あ

た
っ
て
』
か
ら
の
抜
粋
）

趣
旨
の
通
り
、
環
境
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ

な
テ
ー
マ
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
今
回
は
、

数
多
く
の
ポ
イ
捨
て
防
止
ポ
ス
タ
ー
の
展
示

が
あ
り
ま
し
た
。
三
中
地
区
市
民
委
員
会
環

境
部

（部
長
　
西
村
良
純
）
か
ら
は
日
頃
の

活
動
内
容
を
説
明
し
た
ポ
ス
タ
ー
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。

◇
環
境
問
題
地
区
懇
談
会

土
浦
市
環
境
衛
生
課
　
環
境
保
全
課
に
よ

る

「環
境
問
題
地
区
懇
談
会
」
が
昨
年
「
月

６
日
、
三
中
地
区
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
対
象
は
地
区
長
、
市
民
委
員
会
、
さ
わ

や
か
環
境
推
進
員
等
で
約
４０
名
、
市
側
か
ら

１０
名
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
側
か
ら
０
放
射
性
物
質
の
除
染
の
状
況

に
つ
い
て
②
飼
い
主
の
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

（飼
い
犬
）
０
第
２
次
土
浦
市
こ
み
処
理
基

本
計
画
Ｃ
減
ら
っ
せ
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ａ
Ｓ
∈

（第
３

号
）
０
生
こ
み
と
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
分
別

（モ
デ
ル
地
区
で
実
施
中
）
０
各
地

区
の
不
法
投
棄
状
況
の
説
明
が
あ
り
、
続
い

て
飯
嶋
委
員
長
を
議
長
に
選
出
し
、
懇
談

雪
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。

◇
土
浦
市
総
合
防
災
訓
練

土
浦
市
総
合
防
災
訓
練
が
昨
年
１１
月
１０

日
、
桜
川
河
川
敷
左
岸
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

総
合
防
災
訓
練
は
３
年
に
１
度
開
催
さ
れ

る
も
の
で
、
通
常
は
、
地
域
防
災
訓
練
と
し

て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

訓
練
で
は
、
土
浦
市
に
震
度
６
強
の
地
震

が
発
生
し
た
こ
と
を
前
提
に
、
災
害
情
報
伝

達
及
び
広
報
、
災
害
対
策
本
部
設
置
、
避
難

訓
練
、
救
出
救
助
、
応
急
救
護
、
給
食
総
水
、

初
期
消
火
、
救
援
物
資
の
受
入
れ
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン

（電
気
　
水
道
　
ガ
ス
）
復
旧
、
危

険
物
搬
出
及
び
防
御

（バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
）
等

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、体
験
コ
ー
ナ
ー

お
よ
び
防
災
資
機
材
の
展
示
等
が
あ
り
、
体

験
コ
ー
ナ
ー
で
は
降
雨
体
験
、
煙
体
験
、
心

肺
蘇
生

（そ
せ
い
）
法
、
Ａ
Ｅ
Ｏ

（自
動
体

外
式
除
細
動
器
）
操
作
体
験
な
ど
が
で
き
ま

し
た
。
降
雨
体
験
は
子
ど
も
連
れ
な
ど
多
数

参
加
し
て
い
ま
し
た
。

文
化
広
報
部
取
材

一本号の内容―

●土浦市主催の行事           … 1

●文化広報部主催「文学散歩」      … 2
●体育協会紹介 市民体育祭       … 2
●歌声喫茶               … 4

●三中地区文化祭            … 5

●三中地区の人□・サークル部員募集   … 6
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文
化
広
報
部
主
催
の

「文
字
散
歩
」
が
昨

年
９
月
１２
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
に
文
学
や
伝
統
文
化
に
造
詣
を
深
め

て
も
ら
い
な
が
ら
住
民
間
の
交
流
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
年
１
回
開
催
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
も
小
江
戸
川
越
や
佐
原
、
真

壁
の
雛
祭
り
等
数
々
の
名
所
　
イ
ベ
ン
ト
を

探
訪
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
従
来
と
は
趣
を
異
に
し
た
東
京
港

見
学
、
事
前
の
公
募
に
は
百
数
十
名
の
応
募

が
あ
り
、
人
気
の
高
さ
が
窺
え
ま
す
。
当
選

の
方
と
事
務
局
含
め
３‐
名
の
方
の
参
加
と
な

り
ま
し
た
。

東
京
都
港
湾
局
が
運
航
す
る
新
東
京
丸
で

港
湾
巡
り
を
メ
イ
ン
に
、
隣
接
す
る
築
地
市

場
及
び
周
辺
の
見
学
と
新
鮮
な
海
の
幸
堪
能

（昼
食
）
と
い
う
内
容
で
し
た
。

最
初
は
築
地
市
場
、
残
念
な
が
ら
こ
の
日

は
体
市
日
に
当
り
場
外
市
場
の
見
学
と
な
り

ま
し
た
が
、
営
業
店
舗
も
多
く
、
昼
時
に
は

行
列
の
出
来
る
カ
ウ
ン
タ
ー
寿
司
等
、
人
気

ス
ポ
ッ
ト
健
在
を
実
感
。
我
々

一
行
も

「海

宝
館
」
と
い
う
お
店
で
海
鮮
丼
を
頂
き
ま
し

た
。次
は
メ
イ
ン
の
東
京
港
視
察
。
何
と
も
小

学
生
の
社
会
科
見
学
の
よ
う
な
感
じ
で
新
東

京
丸
に
乗
船
し
た
の
で
す
が
、
驚
い
た
事
に

船
内
に
は
大
き
な
会
議
用
テ
ー
ブ
ル
と
重
役

椅
子
が
　
。
や
お
ら
テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が
り

「
で
は
本
日
の
議
題
　
」
と
は
し
ゃ
い
で
し

ま
い
ま
し
た
が
、
程
な
く
港
湾
局
Ｏ
Ｂ
の
方

の
ガ
イ
ド
が
始
ま
り
船
は
出
港
。
お
台
場
や

レ
イ
ン
ボ
ー
プ
リ
ッ
ジ
等
を
除
け
ば
、
基
本

的
に
は
物
流
拠
点
と
し
て
の
埠
頭
と
埋
立
地

で
す
。
さ
し
て
見
る
べ
き
も
の
も
と
思
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
港
湾
局
Ｏ
Ｂ
の
方
が
、
は

と
バ
ス
ガ
イ
ド
よ
ろ
し
く
、
視
界
に
入
る
も

の
を
次
か
ら
次
へ
と
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

時
間
的
に
は
食
後
の
眠
気
を
さ
そ
う
時
間
帯

で
す
が
、
う
た
た
寝
叶
わ
ず
間
き
入
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
説
明
を
受
け
た
建
物
や
施
設

を
写
真
に
収
め
な
い
と
損
す
る
よ
う
な
気
分

で
、
皆
さ
ん
次
々
と
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。
短
時
間
で
東
京
港
に
つ
い
て

色
々
学
べ
た
と
い
う
満
足
感
を
得
ら
れ
た
処

で
視
察
終
了
。
本
来
は
都
民
に
対
す
る
港
湾

事
業
の
啓
蒙
活
動
が
目
的
だ
っ
た
よ
う
で
す

が
、
現
在
は
大
分
く
だ
け
て
来
て
い
る
よ
う

で
す
。
文
字
散
歩
な
ら
ぬ
東
京
港
視
察
で
し
た
。

文
化
広
報
部
　
荒
川
沖
南
区
　
小
林
英
夫

圏
翻
日
圃

三
中
地
区
の
み
な
さ
ん
に
は
、
体
育
協
会

に
こ
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま

す
。各
地
区
長
さ
ん
に
は
、
特
に
こ
協
力
を
い

た
だ
き
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
体
育
協
会

（事
務
局
　
一三
中
地
区

公
民
館
）
で
は
、
市
補
助
金
、
各
町
内
会
か

ら
の
後
援
会
費
を
い
た
だ
き
、
様
々
な
事
業

を
運
営
し
て
お
り
ま
す
。

５
月
に
総
会
を
行
い
、
７
つ
の
事
業
を
計

画
し
、　
一
年
の
ス
タ
ー
ト
を
い
た
し
ま
す
。

６
月
春
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
７
月

軟
式
野
球
大
会

（３
日
間
）、
‐０
月
市
民
体

育
祭
、
「
月
新
体
カ
テ
ス
ト
、
秋
季
グ
ラ
ウ

ン
ド
コ
ル
フ
大
会
、
２
月
三
中
地
区
内
コ
ル

フ
大
会

（自
己
負
担
）
、
３
月
歩
く
会

（三

中
地
区
市
民
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
健
康
部
と
の

共
催
事
業
）
の
以
上
が
、
年
間
行
事
で
す
。

残
念
な
が
ら
わ
年
続
い
て
お
り
ま
し
た

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
チ
ー
ム
が
集
ま
ら
ず

昨
年
よ
り
中
止
に
な
っ
て
い
ま
す
。

体
育
協
会
役
員

一
同
は
、
市
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
の
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
の
交
流
　
親
睦
　
絆
を
大
切
に

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。
特
に
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
健

康
増
進
に
も
つ
な
が
り
誰
で
も
出
来
る
ス

ポ
ー
ツ
で
あ
り
、
大
会
に
は
１
２
０
名
の
参

加
を
い
た
だ
き
楽
し
く
盛
り
上
が
っ
て
お
り

ま
す
。
各
小
学
校
地
区
で
主
催
し
て
お
り
ま

す
市
民
体
育
祭
は
、
市
民
が
よ
り
明
る
く
健

康
で
、
活
力
に
富
む
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振

興
と
地
域
く
る
み
の
親
睦
を
は
か
り
、
も
っ

て
市
民
憲
章
の
実
践
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。　
一
人
で
う

多
く
の
参
加
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。　
一
昨
年

よ
り
小
学
生
の
運
動
会
が
香
に
行
わ
れ
る
た

め
、
秋
の
市
民
体
育
祭
が
楽
し
み
に
な
り
、

親
子
二
代
、
三
代
の
参
加
を
み
て
い
る
と
、

家
族
の
絆
、
地
域
の
絆
、
町
内
の
親
睦
が
う

ら
や
ま
し
く
う
つ
り
ま
す
。
今
後
、
体
育
協

会
で
は
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
入
れ
地

域
に
普
及
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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益
々
の
こ
指
導
お
願
い
し
ま
す
。

三
中
地
区
体
育
協
会
　
〈ム
長
　
大
曽
根
光
造

最
近
の

「地
域
参
加
へ
の
意
識
低
下
」
も

こ
の
場
で
は
ど
こ
吹
く
風
。
久
し
振
り
に

会

っ
た
方
　
初
め
て
お
会
い
す
る
方
、
改
め

て
地
域
行
事
の
重
要
性
を
感
じ
る

一
瞬
で
は

な
か
っ
た
か
な
と
思
い
ま
す
。
少
子
化
が
進

行
す
る
今
、
全
世
代
が
集
う
体
育
祭
。
世
相

が
変
わ
っ
て
も

「人
の
和
」
は

一
層
大
切
で

す
ね
。
綱
引
き
や
男
子
リ
レ
ー
の
活
躍
に
よ

り
総
合
優
勝
は
荒
川
沖
南
区
。

選
手
　
ス
タ
ッ
フ
　
役
員
を
は
じ
め
、
各

町
内
会
で
昼
食
準
備
を
さ
れ
ま
し
た
方
々
は

一人
候
に
振
り
回
さ
れ
た
二
日
間
で
し
た
が
こ

苦
労
様
で
し
た
。
そ
し
て
、
あ
り
が
と
う
こ

さ
い
ま
し
た
。

文
化
広
報
部
　
荒
川
沖
南
区
　
野
本
克
実

◆
乙
戸
小
地
区

前
々
日
午
前
中
よ
り
大
会
役
員
は
各
係
に

分
か
れ
て
、
ま
た
各
町
内
会
役
員
は
班
長
の

協
力
の
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
内
で
テ
ン
ト
の

設
営
等
事
前
準
備
を
行
い
ま
し
た
。

我
が
乙
戸
南
二
丁
目
も
八
時
に
乙
戸
南
児

童
公
民
館
に
集
合
し
、
リ
ス
ト
に
も
と
づ
き

持
ち
出
し
品
　
準
備
品
を
用
意
し
、
前
地
区

長
の
指
導
の
下
テ
ン
ト
三
張
を
設
営
し
、
飲

物
等
の
買
出
し
も
行
い
準
備
万
全
。

当
日
は

一
日
延
び
た
影
響
も
あ
り
都
合
が

悪
く
な
っ
て
し
ま
い
参
加
出
来
な
い
人
か
ら

の
連
絡
も
入
り
、
代
番
参
加
依
頼
等
体
育
部

長
　
子
ど
も
会
役
員
　
召
集
係
等
は
あ
ち
ら

こ
ち
ら
走
り
ま
わ
り
悪
戦
苦
闘
の
連
続
で
し

た
。
お
か
げ
様
で
二
丁
目
は
参
加
者
の
皆
さ

ん
の
奮
闘
と
こ
協
力
、
各
係
　
役
員
及
び
応

援
席
か
ら
の
皆
様
の
熱
い
声
援
で
市
民
体
育

祭
始
ま
っ
て
以
来
初
の
地
区
総
合
優
勝
を
勝

ち
取
り
ま
し
た
。

昼
休
み
に
は
恒
例
の
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
や

乙
戸
夏
祭
り
の
お
囃
子
や
ひ
よ
っ
と
こ
踊
り

が
披
露
さ
れ
和
み
を
演
出
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
競
技
終
了
後
は
全
員
で
後
片
付
け
を
行

い
ま
し
た
。

二
丁
目
の
祝
勝
会
で
は
心
地
よ
い
疲
労
感

が
あ
り
、
和
気
あ
い
あ
い
と
話
が
弾
み
、
２

次
会
の
店
の
準
備
を
す
る
人
も
お
り
有
意
義

の
う
ち
に
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

文
化
広
報
部
　
乙
戸
南
二
丁
目
　
〓
ｏ
田
千
秋

◆
中
村
小
地
区

順
延
の
翌
日
は
爽
や
か
な
秋
晴
れ
と
な
り

頬
に
当
た
る
風
が
ひ
ん
や
り
と
涼
し
さ
を
感

じ
る
体
育
日
和
で
し
た
。

平
成
２
年
度
の
三
中
地
区
市
民
体
育
祭
は

雨
天
中
止
の
東
小
学
校
を
除
き
、
順
延
で
１０

月
８
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

◇
荒
川
沖
小
地
区

日
程
変
更
に
も
関
わ
ら
ず
、
選
手
　
ス

タ
ッ
フ
　
応
援
団
は
万
障
繰
り
合
わ
せ
８
０

０
お
を
超
え
る
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
学
区

内
９
チ
ー
ム
の
選
手
た
ち
に
よ
る
熱
戦
に
老

い
も
若
き
も

一
喜

一
憂
。
惜
し
く
も
最
後
尾

を
走

っ
て
い
る
ラ
ン
ナ
ー
ヘ
も
会
場
全
体
の

暖
か
い
拍
手
。

開
会
式
が
８
時
３０
分
よ
り
始
ま
り
、
競
技

は
９
時
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。
中
村
小
は
「

チ
ー
ム
に
分
か
れ
競
技
を
競
い
合
い
ま
す
。

参
加
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
の
で
す
が
、

つ
い
競
技
と
な
る
と
熱
が
入
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

(3)
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午
前
の
部
は
余
興
、
得
点
種
目
、
決
勝
と
、

白
熱
し
た
競
技
の
中
に
も
楽
し
く
和
気
あ
い

あ
い
と
進
み
ま
し
た
。
昼
食
タ
イ
ム
は
テ
ン

ト
の
中
、
校
舎
の
日
陰
、
桜
の
木
陰
な
ど
で
、

家
族
揃

っ
て
お
昼
を
頂
く
姿
は
微
笑
ま
し
く

幸
せ
な
気
分
に
な
り
ま
す
。
子
ど
も
達
も
地

域
の
人
た
ち
に
温
か
く
囲
ま
れ
、
老
若
男
女

共
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
体
育
祭
は
す
ば

ら
し
い
行
事
だ
と
思
い
ま
す
。

午
後
の
部
は

「土
浦
踊
り
と
土
痛
小
唄
」

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
子
ど
も
達
の
和
大
鼓
の

リ
ズ
ム
と
共
に
楽
し
く
踊
り
ま
し
た
。
午
後

か
ら
は
午
前
の
部
で
決
勝
に
残
っ
た
チ
ー
ム

で
の
競
技
な
の
で
、
ど
の
チ
ー
ム
の
テ
ン
ト

の
中
か
ら
も
大
き
な
声
援
で
盛
り
上
が
り
ま

す
。
大
黒
様
リ
レ
ー
、
綱
引
き
、
輪
投
げ
、

む
か
で
リ
レ
ー
、
二
人
三
脚
リ
レ
ー
、
年
齢

別
リ
レ
ー
　
と
。
特
に
、
年
齢
別
リ
レ
ー
は

花
形
で
す
。

今
年
の
総
合
優
勝
は

「中
村
南
五
丁
目
」
、

準
優
勝

「西
根
南
三
丁
目
」
、
三
位

「中
村

南

一
丁
目
」
で
し
た
。

楽
し
い
笑
い
声
に
包
ま
れ
た
市
民
体
育
祭

を
通
し
、
地
域
の
触
れ
合
い
が
深
ま
っ
た

一

日
で
し
た
。
選
手
の
皆
さ
ん
、
役
員
の
皆
さ

ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

文
化
広
報
部
　
中
村
南

一
丁
目
　
一高
山
愛
子

日

圃

□

三
中
地
区
市
民
委
員
会
文
化
広
報
部
　
安

全
部
共
催
企
画
で
平
成
四
年
度
第
５
回
歌
声

喫
茶
が
昨
年
１０
月
２０
曰
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
１
２
０
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
全
員

で
‐６
曲
を
歌
い
上
げ
ま
し
た
。

従
来
の

「歌
声
喫
茶
」
後
の
ビ
ッ
ト
曲
な

ど
、
皆
様
の
お
な
じ
み
の
歌
い
た
い
曲
な
ど

前
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
約
４０
曲
の
リ
ク
エ
ス

ト
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
中
か
ら
、
新
し

い
歌
、
曲
と
し
て
５
曲
を
選
び
入
れ
替
え
ま

し
た
。
歌
声
喫
茶
を
開
催
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

私
た
ち
も
み
な
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
見
や
す
い
歌
集
づ
く
り
に
努
め
、
今

回
も
歌
詞
カ
ー
ド
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出

し
、
顔
を
あ
げ
、
胸
を
張
っ
て
歌
え
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。

当
公
民
館
の
音
響
設
備
だ
け
で
実
施
し
、

技
術
面
で
の
ア
ッ
プ
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

◆
特
別
演
奏

今
回
も
休
憩
前
に
特
別
演
奏
と
し
て
ト
ラ

ン
ペ
ッ
ト
独
奏
、
ビ
ア
ノ
独
奏
を
入
れ
ま
し

た
。
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
独
奏
曲
は

「涙
そ
う
そ
う
」

奏
者
は
文
化
広
報
部
　
赤
川
　
澄
信
、

ピ
ア
ノ
独
奏
曲
は
ド
ビ

ュ
ッ
シ
ー
作
曲
　
ベ

ル
ガ
マ
ス
ク
組
曲
よ
り

「月
の
光
」

奏
者
は
文
化
広
報
部
　
辻
田
　
規
子

◆
ス
タ
ツ
フ
紹
介

ピ
ア
ノ
伴
奏
辻
田
規
子

（中
村
南
六
丁

目
）
。
ソ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー

「曲
の
紹
介
、
歌

い
方
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン
」
高
山
愛

子

（中
村
南

一
丁
目
）
、
永
丼
智
子

（中
村

南
三
丁
目
）
、
野
本
克
実

（荒
川
沖
南
区
）
、

渡
辺
克
之

（中
村
東
町
）、
相
川
　
勇

（中

村
東
町
）
、
赤
川
澄
信

（中
荒
川
沖
町
）、
飯

田
隆
夫

（北
荒
川
沖
町
）
、
今
年
も
月
１
回

自
主
的
練
習
曰
を
セ
ッ
ト
し
、
練
習
に
励
み

ま
す
。
今
回
も
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
「中
に
大
勢
で
歌
う
の
に
難
が
あ
る
曲

が
あ
っ
た
」
、
「指
揮
者

（
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
）

が
歌
い
だ
し
な
ど
合
図
に
工
夫
が
欲
し
い
」
、

「カ
メ
ラ
が
多
く
フ
ラ
ッ
シ
ュ
が
気
に
な
る
」

な
ど
の
課
題
も
あ
り
ま
し
た
。

「普
段
、
声
を
出
し
て
歌
う
こ
と
が
な
い

の
で
、
輪
唱
や
二
部
合
唱
が
楽
し
か
っ
た
」
、

「東
京
に
住
ん
で
い
た
こ
ろ
や
昭
和
３０
年
代

を
思
い
出
し
懐
か
し
か
っ
た
」
、
「小
生
∞
歳
、

４０
年
前
の
新
宿
う
た
こ
え
ト
ロ
イ
カ
を
思
い

出
し

『涙
そ
う
そ
う
」
で
し
た
」
な
ど
。
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平
成
２４
年
度
三
申
地
区
文
化
祭

素
人
集
団
の
私
た
ち
が
、
「歌
声
喫
茶
」

を
続
け
て
い
く
た
め
に
、
何
を
ど
う
し
た
ら

良
い
か
、
こ
意
見
を
今
後
に
生
か
し
た
い
と

思
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、お
金
を
か
け
ず
に
―

で
す
が
。
最
後
に
安
全
部
坂
寄
ま
つ
江
部
長

に
よ
る
お
礼
の
言
葉
で
終
了
し
ま
し
た
。

文
化
広
報
部
長
　
中
村
東
町
　
相
川
　
勇

昨
年
の
「
月
褐
～
掲
日
に
三
中
地
区
公
民

館
に
お
い
て
第
２８
回
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
会
期
中
は
町
内
行
事
の
写
真
集
や
小
　
中

学
生
作
品
展
、　
一
般
　
同
好
会
作
品
な
ど
の

各
種
展
示
、
日
碁
大
会
や
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢

体
験
な
ど
の
各
同
好
会
の
活
動
が
あ
り
ま
し

メ
イ
ン
と
な
る
最
終
日
は
、
七
宝
焼
き

陶
芸
　
手
編
み
な
ど
の
即
売
会
、
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
　
ま
ぜ
こ
飯
　
と
ん
汁
な
ど
の
模
擬

店
、
そ
し
て
、
市
民
委
員
会
各
専
門
部
が
趣

事
前
の
会
場
設
営
や
駐
車
場
案
内
、
最
終

日
の
撤
収
作
業
な
ど
市
民
委
員
会
部
員
が
公

民
館
職
員
と
協
力
し
な
が
ら
汗
を
か
き
、
ス

タ
ッ
フ
の
連
携
が
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。 に ど ま な 健

｀
0(

(5)
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◆

「土
浦
杖
道
会
」

土
浦
杖
道
会
で
は
会
員
募
集
を
兼
ね
て
古

武
術

「杖
道
」
の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

１０
月
郷
日
、
六
中
地
区
公
民
館
文
化
祭
に

て
初
め
て

「演
武
」
行
い
ま
し
た
。
六
中
地

区
の
文
化
祭
は
カ
ラ
オ
ケ
中
心
の
芸
能
大
会

で
や
や
場
違
い
な
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
無

事
終
了
し
ま
し
た
。

「
月
“
日
、
三
中
地
区
公
民
館
の
文
化
祭

で
３
年
ぶ
り
に

「演
武
」
を
行
い
ま
し
た
。

時
間
の
都
合
で
一
部
カ
ッ
ト
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
が
、紹
介
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

セ
月
２
日
に
葛
渓
学
園
剣
道
場
で
行
わ
れ

た
茨
城
県
剣
道
連
盟
主
催
の

「杖
道
三
段
以

下
審
査
会
」
に
お
い
て
次
の
会
員
が
審
査
を

受
け
、
合
格
い
た
し
ま
し
た
。

■
１
級
　
田
□
　
雄
二

日
二
段
　
小
□
　
博
子
　
江
原
　
μ蚕
Ю

上
野
　
一昌
泰

１
級
は
入
会
間
も
な
い
会
員
が
挑
戦
、
二

段
は
１
年
の
間
を
お
い
て
の
挑
戦
と
な
り
ま

す
。
練
習
は
土
浦
市
立
土
浦
第
三
中
学
校
の

武
道
館
で
毎
週
火
　
金
曜
日
午
後
７
時
か
ら

９
時
ま
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。
興
味
の
あ
る

方
は
い
つ
で
も
見
学
が
出
来
ま
す
の
で
お
い

で
下
さ
い
。
ま
た
、
い
つ
か
ら
で
も
入
会
で

き
ま
す
。
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

会
［員
　
相
川
　
勇

編
医
圏
日

本
号
が
お
手
元
に
届
く
頃
は
桜
が
今
に
も

開
花
を
待
っ
て
い
る
頃
で
し
ょ
う
か
。

記
事
の
編
集
を
し
て
い
る
本
日
は
大
雪
で

し
た
。
二
十
歳
を
迎
え
ら
れ
た
方
は
思
い
出

深
い
ホ
ワ
イ
ト
成
人
の
日
と
な
っ
た
よ
う
で

す
ね
。
編
集
作
業
は
１
月
“
日
の
中
村
東
町
公
民

館
で
の
文
化
広
報
部

「部
員
会
」
が
ス
タ
ー

ト
で
し
た
。
い
つ
も
な
が
ら
、
紙
面
の
レ
イ

ア
ウ
ト
に
苦
戦
し
な
が
ら
も
、
部
員

一
同
で

和
気
あ
い
あ
い
と
記
事
内
容
の
表
現
チ
ェ
ッ

ク
な
ど
を
行
い
ま
す
。

掲
載
し
ま
し
た
記
事
及
び
写
真
な
ど
に
こ

協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
第
四
号
を
発
行
で

き
ま
し
た
。

平
成
２５
年
度
は
新
メ
ン
パ
ー
に
よ
る

「う

ち
ら
」
発
行
と
な
り
ま
す
が
、
広
報
紙
づ
く

り
に
参
加
し
て
み
た
い
と
思
わ
れ
る
方
、
三

中
地
区
公
民
館

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
大
歓
迎
で
す
。

三
中
地
区
の
人
□
は
公
表
さ
れ
た
数
値
で

す
が
、
町
内
の
参
考
数
値
と
し
て
扱
い
く
だ

さ
い
。

文
化
広
報
副
部
長
中
荒
川
沖
町
　
赤
川
澄
信

三中地区世帯数及び人□一覧

うちらの町の人□ 世帯数 平成23年 1ヒ■ 人 □ 平成20年比較

町   名 今回 増減 今回 増減

荒川沖員―丁目 235 0 512 3

荒1沖東二丁目 461 2 1047

1415

15

荒川沖員三丁目 740 5 -17

荒′0中同区 311 11 905 -14

荒川沖西区 1丁目 90 3 250 -1

荒川沖西区 2丁目 146 -3 381 -15

J七荒|け■1丁 416 -2 1084 -40

荒|,中西―丁目 330 6 680 20

荒サじ中西二丁目 300 -2 709 -6

荒り1中面 (区)三丁□ 151 11 358 6

■荒10中町 367 12 757 11

乙戸町 917 31 2423 -12

小山田―丁目 157 2 441

145

4

2小山E二丁目 46 |

乙戸南―丁目 421 -4 1131 -16

乙戸南二丁目 443 4 1 123 4

乙戸高三丁目 354 12 899 26

中村東―丁目 117 6 316 13

中村戸三丁目 213 14 544 22

中村東三丁目
４

　

６

６

　

８５

-3 202

1685

-4

中村BJ l区 28 123

中村町 6区 179 1 490 -3

中村ET 8区      1   49 4 136 0

両根町 1区 100 3 調
．２７４

-10

西根町 2区 86 -2 5

西根町 3区

中村南―丁目

53 3 157 0

271 2 746 9

中村南二丁日 261 -1 637 1

中村南三丁目 277 11 622 16

中村南四丁日

中村南五丁目

224 -1 559 -21

316 -15 751 -40

中村市六丁日 232 -4 564 -16

西根高―丁日 306 2 800 0

西根南二丁目 309 17 713 32

西根南三丁目 197 2 465 -4

西根西―丁目 179 7 421 -1

i,町―丁目 34 1 80 2

合  計 9936 163 24791 89

(6)
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